
６ 災害発生時の川崎市の対応

■ 災害時の動物救援体制・市の役割

災害時には負傷動物の保護や治療、特定動物の逸走防止、被災動物の救護活動等の

救護措置が、関係機関等の連携協力の下に計画的に実施される必要があります。

そのため、川崎市ではさまざまな災害対策を実施しています。

大規模な災害が起きた場合、全国組織として、緊急災害時動物救援本部が立ち上

がります。川崎市では、公益社団法人川崎市獣医師会等で構成される川崎市動物

救援本部が設置されます。

川崎市動物救援本部は、動物愛護センター等に設置される動物救護センターの

運営や動物救援ボランティアの運営等の中心的役割を果たし、動物救援活動を速

やかに行います。

動物救護センターの主な活動は、区災害本部等と連携協力し、以下の項目など

を実施します。（次ページ参照）

① 負傷した犬や猫等の保護収容及び治療

② 飼育困難になった動物の一時保管等の相談

③ 動物の同行避難が認められた避難所での動物の適正飼養及び健康相談

川崎市では様々な機関との連携協力について、協定を実施しています。

①災害時の動物救援活動に関する協定書

災害時における負傷動物の保護収容及び治療等の救援活動に関して、公

益社団法人川崎市獣医師会と協定を結んでいます。

②災害時における動物救護活動の協働実施に関する協定書

災害時における動物救護活動の体制作りに関して、公益社団法人日本動

物福祉協会及び公益社団法人日本愛玩動物協会と協定を結んでいます。

（２）協定の締結

（１）動物救援体制の整備
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川崎市動物の救援体制概略図
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川崎市

本部長 （公社）川崎市獣医師会会長

副本部長 （公社）川崎市獣医師会副会長

（公社）川崎市獣医師会災害時における動物救護

等対策委員会委員長

事務局 （公社）川崎市獣医師会事務局

情
報
管
理
部

部
長
（各
部
会
長
又
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

動
物
救
護
部

部
長
（部
会
長
）

救
護
班
部
員
（部
会
員
）

部
員
（各
部
会
員
又
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

動物救援本部

避難所における
被災動物の収容
目的）
同行避難した動物の収容
対象動物）
飼い主と避難した被災動物
設置方法）
避難所運営会議等で設置
設置場所）
市の避難所等
運営管理）

飼い主及びボランティアを主体と
して維持管理する。

川崎市動物救護センター
目的）
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避難所運営会議でルール設定などの協議をするときや、実際の災害時におい

て活用してください。

◇ 避難所ルール・・・・・・・・・・・・・・・・様式１

◇ 避難所入所ペット届出用紙（飼い主届出用）・・様式２

◇ 避難所入所ペット整理簿（避難所記録用）・・・様式３

◇ 入所状況・必要物資報告・・・・・・・・・・・様式４

７ 様式集
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（様式１ 避難所ルール）

避難所へのペットの入所にあたって

以下のルールを守って、ペットを飼育してください。

＜　決められた場所で飼育する　＞

　　　◎飼育場所：
　　　　　ケージ内もしくは頑丈なものにリードでつないで
　　　　　飼育してください。

　　　◎散歩場所：
　　　　　リードを放すことは一切禁止です。

　　　◎トイレ場所：　
　　　　　排泄物は飼い主が責任を持って始末してください。

他の場所へのペットの連れ込みは一切禁止です。

避難所内ではペットが苦手な方も生活しています。

迷惑にならないよう、ペットを飼育してください。

＜　自分のペットの世話は自分で必ず行う　＞

　　　◎避難所運営者はペットの世話は行いません。

　　　　　飼い主が責任を持って、毎日世話を行ってください。

　　　◎飼育場所等は清潔に保ってください。

　　　　　餌が散らかって虫が発生することがあります。

　　　　　置き餌をせずに餌は毎回片付けてください。

　　ペットに関するトラブルがひどいと、避難所全体の問題

　になってしまいます。

飼い主ひとりひとりが責任をもって飼育してください。



（様式２ 避難所入所ペット届出用紙（飼い主届出用））

氏名

住所

電話番号

緊急連絡先

名前 種類

性別

年齢 体格

毛色

首輪

本年度
狂犬病予防注射

その他
ワクチン

整理番号 入所日 退所日

飼育場所

ペット

飼い主

小・中・大
（約　　　ｋｇ）

無　・　有
　　　（　月頃）

特徴
・

持病など

吠える　・　他の動物が苦手

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

飼

い

主

記

入

欄

（携帯電話番号など連絡がつく番号）

飼い主に連絡がつかない場合の連絡先（住所・携帯電話番号など）

オス　・　メス　（去勢不妊-　未　・　済　）

白　・　黒　・　茶　・（　　　　　　　　　）

無　・　有（色-　　　　・　材質-　　　　）

同意欄

避難所内ルールを守り、他の入所者の迷惑にならないよう飼育します。
飼育にあたっては、避難所運営会議等の指示に従います。

日付　　　　　　　氏名

避難所
記入欄



（様式３ 避難所入所ペット整理簿（避難所記録用））

整理番号

氏名 名前 種類

住所 性別
オス・メス
（去勢不妊）
未　・　済

体格 小・中・大

電話番号 入所日 退所日

避難場所
（飼い主）

その他

整理番号

氏名 名前 種類

住所 性別
オス・メス
（去勢不妊）
未　・　済

体格 小・中・大

電話番号 入所日 退所日

避難場所
（飼い主）

その他

整理番号

氏名 名前 種類

住所 性別
オス・メス
（去勢不妊）
未　・　済

体格 小・中・大

電話番号 入所日 退所日

避難場所
（飼い主）

その他

整理番号

氏名 名前 種類

住所 性別
オス・メス
（去勢不妊）
未　・　済

体格 小・中・大

電話番号 入所日 退所日

避難場所
（飼い主）

その他

整理番号

氏名 名前 種類

住所 性別
オス・メス
（去勢不妊）
未　・　済

体格 小・中・大

電話番号 入所日 退所日

避難場所
（飼い主）

その他

飼い主 ペット

飼い主 ペット

飼い主 ペット

飼い主 ペット

飼い主 ペット
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（様式４ 入所状況・必要物資報告）

人

犬 頭

猫 頭

必要数

＜ペット関係＞

　避難所　ペット入所状況・必要物資報告
　　　月　　日　現在

＜入所状況＞ 備考

飼い主

ペット

その他

ケージ

迷子
負傷

＜必要物資＞

必要数を御記入ください（なるべく具体的に御記入ください）。

品名 備考

リード

給餌容器

ペットシーツ

犬用フード

猫用フード

その他（避難所内状況や特に報告すべきことなど）







備えていますか？ペットの災害対策

～飼い主の備えと避難所ペット管理ガイド～

平成２７（２０１５）年３月作成

川崎市健康福祉局健康安全部生活衛生課

電話：０４４－２００－２４４７

ＦＡＸ：０４４－２００－３９２７
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